
様式 2 

《単位互換提供科目詳細（シラバス）》 

 

＊科目 No． 3717 

 科目概要記入欄 

1．開設大学 

叡啓大学 
開催
方法 

■対面（  本学     ） 

□オンライン（同時・録画・資料提示） 

□その他（      ） 

正式科目名 

副題 

Introduction to Cultural 

Anthropology/文化人類学概論 

配当年次 ２ 

受入学年 ２ 

学問分野 番号 16 
名

称 
人文科学系その他 

3．担当教員名 田口 陽子 

4．単 位 数 ２単位 5．開講学期 
英語版：後期後半(Winter) 

日本語版：後期前半（Autumn） 

6.開講期間 

  曜日・時間 

英語版 

2023 年 1 月 10 日（火）～2023 年 2 月 28 日（火）  

火曜日 13：30 ～17：00  

日本語版 

2022 年 10 月 12 日（水）～2022 年 11 月 30 日（水） 

 水曜日 9:00～ 12：30  

7.基礎知識の有無 「基礎知識を必要としない科目」 

8.募集人数 若干名  9.選考方法 
叡啓大学学生の履修者が定員上限に達

しない範囲で受入(書類選考) 

10．科目内容・ 

  授業計画 

Anthropology has explored various ways of being human by comparing different 

nature-cultures. This course introduces the project of anthropology, focusing on 

various levels of practical politics. Moreover, students will experiment with 

anthropological ways of thinking and relativize what is considered “natural” 

through various case studies. The topics include belief, violence, gender, and 

body. 

Each regular class consists of short lectures, students’ presentations, and 

class discussion. Readings are assigned for each class. The lecturer first 

introduces the context of the literature, and then students present their 

assignments and have discussions. Students write critically reflective exit-papers 

at the end of each class. The course design will be adjusted based on the number 

of participants and their interests. 

（和訳：人類学は、異なる文化-自然を比較することで、人間の多様なあり方を探究してき

た。このコースでは、さまざまなレベルでの実践的な政治に焦点を当て、人類学というプロ

ジェクトの基礎を学ぶ。また、多様なケーススタディを通して、自然で当たり前だとみなさ

れているものを相対化していく人類学的な思考を試みる。具体的には、信念、暴力、ジェン

ダー、身体などのトピックを扱う。 

 各授業は、ショートレクシャー、学生プレゼンテーション、グループディスカッションか

らなる。参加者には、授業ごとに課題文献を読んでくることが求められる。授業では、教員

が文献の学術的背景や位置づけを紹介し、学生が内容を発表し、議論する。授業の最後には

コメントの提出が求められる。コースの内容は参加者の人数や関心によって調整する。 

11．試験・評価方法 レポート等により評価する。 

12．別途負担費用  

13．その他特記事項  

14．社会人受講 
科目等履修生（単位付与）として受け入れ  否 

聴講生（単位認定不要）として受け入れ  否 

※コロナ禍の影響により、対面授業はオンライン（同時・録画・資料）へ変更になる場合があります。 


